
愛知県の弥生時代石器をめぐる基礎的研究

永井宏幸・原田幹・石黒立人

1・はじめに

弥生時代の石器研究は、これまで大陸系磨製石

器を中心に行われてきたと言っても過言ではない。

弥生文化の研究が北部九州や近畿地方を中心に進

められてきたことがその大きな要因として挙げる

ことができる。

つまり、弥生文化の主要要素は大陸系にあると

して、それが縄文時代と弥生時代を区分する主要

な指標になり得たからであった。

このような傾向のなかで、近畿地方以東の地域

では大陸系磨製石器が基本的に少ないこともあっ

て、弥生時代における石器研究の比重はそれほど

でもなかった。そのなかで、隣接する長野県では

神村透氏が伊那谷の打製石器の研究を精力的に進

め、一歩も二歩もリードしていた。

ところで神村氏の研究方向は、藤森栄一氏の縄

文農耕論としての石器研究とある意味で平行的で

あったと言えるのではないだろうか。弥生文化と

しての石器、すなわち農耕具としての石器という

観点からの研究として、そこには、弥生時代と縄

文時代の類似性の強調(共通性の認定)が大き

なモチーフとしてあったと言えるのではないか。

いかに時代によって区分されているものであって

も、それを超えてつながりがあるという、そうい

った側面に評価を与えることが目的であったよう

に、私には思える。

弥生時代の石器は、縄文時代の石器体系から鉄

器を中心とした金属期の体系への移行期に相当す

るものである、というのがおそらくこれまでの考

え方であろう。だが、果してそのような中間的な

位置づけでよいのだろうか。

そもそも弥生文化といい、弥生時代といい、そ

のような一般的様相が、資料的な実態として存在

するのであろうか。私にはそうは思われない。資

料的な実態とは意外なほどずれている部分もある

のではないだろうか。このことは、石器研究の先

行地域である北部九州や近畿地方でも同様なので

はあるまいか。

弥生時代の石器という、そのレベルでの一般性

が果して資料的実態として保証されていると言え

るのであろうか、このように考えたとき、わが愛

知県も例外ではない。検討のための土俵作りがな

んと不十分なことか。そうした思いが今回の報告

の背景にあった。

今回の報告は表題に関わる一連の作業の序に相

当するものである。すなわち、われわれはこれま

で愛知県で報告された資料の集成をまず第1の目

標とし、そのための予備的な作業として永井・原

田の両名が尾張・三河を分担しての文献整理・文

献探索を行い、以下に述べているように研究史と

いうかたちでまとめた。これを序として以後の作

業の流れを示せば次のようになる。

①石器の所在を確認するとともに、できるかぎ

り再実測を行い、また写真撮影などの資料化を進

めること。

②尾張地方の石器集成を基礎に周辺地域との比

較を行い、視点の次元を<伊勢湾地方>へ移行さ

せる。

③伊勢湾地方を基礎に他地方との比較検討を進

める……など。(石黒立入)
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2・調査研究抄史

【1950年以前】

尾張

1950年以前については、報告が10本に満たない。

ただ、1950年以降の調査報告につながる遺跡の報

告が多い。例えば、1908年の鍵谷徳三郎が報告し

た高蔵(貝塚)遺跡は、まさに愛知県における近

代考古学の原点と言えるし、吉田富夫の報告した

西志賀貝塚(遺跡)の2遺跡は愛知県の弥生時代

を代表する遺跡となる。石器に関しては、写真を

掲載計測値や種類の紹介が多い。ただ、小栗鐡次

郎が調査報告を担当した『愛知県史跡名勝天然記

念物』は半世紀以上の時を感じさせない。土器の

実測図はもちろん、石器の実測図や石材の鑑定、

遺跡の保存にいたる、まさに現在の調査報告書に

引けを取らない報告である。(小栗1931など)

三河

1923年に発表された『渥美郡史』のなかに、縄

文時代の石器とともに掲載されたものが初見であ

る。掲載内容は、写真とわずかな記述に留まる。

昭和に入り豊川流域を中心に瓜郷遺跡など重要な

遺跡の発見が相次いだが、ほとんど報告されるこ

とはなかった。このようななかで1941年に発表さ

れた丸塚遺跡の報告は、県内では初の弥生時代の

発掘調査として特筆すべきであろう。(吉田ほか

1941)また、森本六爾によって報告された高師原

遺跡出土の石剣は、当時の石剣分布範囲の東端を

示す資料として評価された。(森本1933)

以上のように、調査事例が少ないわりに石器の

記載頻度が高い理由に、石器を自然石と区別がし

やすい、すなわち遺物としての認識が比較的容易

であったからであろう。

また小栗の報告は当時としてはレベルの高いも

のであり、他県における同様の報告と比べても、

引けをとらないものであろう。

(岡16右拘15左端下)圃測賓詐石土山地合包物遺野曾字大町倉岩郡羽丹

1.曽野遺跡(愛知県1940より)※尾張11

図11950年以前の実測図サンプル

2.〔八幡〕遺跡(名古屋郷土研1948)

※<尾張>13
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【1970年代まで】

尾張

1945年から1970年代については、先に記したよ

うに、西志賀遺跡・高蔵遺跡の調査報告、『一宮市

史』の一連の調査報告などが注目される。

西志賀遺跡については、地元の研究者である吉

田富夫・紅村弘らと東京考古学会の小林行雄・杉

原荘介らにより、弥生文化黎明期の解明を中心に

調査研究が進められた。(吉田1961ほか)石器に

関しては、弥生文化のメルクマールである大陸系

磨製石斧など紹介に留まり、専ら遠賀川系土器の

東漸に注目した報告であった。『一宮市史』の責任

編集を担当した澄田正一は、石材の流通や機能に

ついて、一連の研究を発表した。(澄田1955など)

また、『一宮市史』に代表されるように市町村史が

続々と刊行され、各々表採遺物を含めて県内の遺

跡・遺物が集成された。しかし、石器に関する掲

載内容は、写真が主なもので、記載も概説的なも

のが多く、研究の進展はなかった。

三河

戦後まもなく久永春男の『三河の貝塚』が刊行

され、戦前までに発見されたいくつかの弥生遺跡

が紹介された。これに引き続き久永は中村文哉ら

と1940年代後半から1960年代前半にかけて、豊川

流域に焦点を当て、瓜郷・篠塚・樫王などの遺跡

を調査報告した。石器に関しての記載は、実測図

・写真・計測値・石材など、ほぼ現在の調査報告

と同様の掲載内容に落ちついてきた。また、大陸

系磨製石斧の出土頻度が西日本に比べて少ないこ

と、石器の機能と石材との関連、石材の入手をめ

ぐる問題も注意が払われている。

しかしながら、1960年代後半から1970年代にか

けて刊行された市町村史は戦後までの資料を網羅

的に掲載しているものの、採集遺物が多くを占め

るのも手伝って、記載内容に不備な点が多く、資

料の実態が不明確なものが多い。

1.西志賀遺跡(日本考古学協会1961より)※尾張16

図21970年代までの実測図サンプル

2.瓜郷遺跡※三河10

(紅村1974より)
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【1980年代以降】

尾張

1980年代については、石器の組成・製作技法・

使用痕分析など、ほぼ現在全国的に行われている

諸研究が出揃った。

野澤則幸や石川日出志の研究は、縄文時代から

弥生時代への変遷を石組組成から迫った。特に石

川は、弥生時代中期に縄文的石器組成(台地型)

・大陸系石器組成(平野型)の二者を想定し、立

地を含めたモデル化を図った。

石器の製作技術については、山中遺跡の報告で

赤塚次郎が剥片石器を丹念に接合し、製作過程を

復元している。(一宮市教委1982)

石材の流通および石材の選択などの研究は、「下

呂石」を題材に飴谷一が考古学的な視点から行

っている。

石器の使用痕については、全国的にみてもまだ

途に着いたばかりである。旧石器時代を中心に行

なわれてきた使用痕分析を応用した研究や、石庖

丁を中心にイネ科の植物によって残る光沢痕の観

察などがある。朝日遺跡の報告で、石黒立人は石

器観察結果を顕微鏡写真などで紹介している。(石

黒1993)

三河

1980年代に入ると、開発に伴う発掘調査が増え、

調査対象面積も増加したことから、石器の報告例

もこれに伴って急増した。おもな調査としては、

前期の環濠集落とされている白石遺跡、大陸系磨

製石斧が多く出土した岡島遺跡、磨製石斧の未製

品をはじめ大量の石器を出土した麻生田大橋遺跡

などがある。

また、これらの調査に関連して近年特に注目さ

れているのは、石器の石材とその流通である。麻

生田大橋遺跡を例に2本の研究を挙げると、森勇

一による磨製石斧の石材分析(県埋文1991)や

小嶋隆による石鏃の石材とその流通問題がある。

また、石材の同定も従来の肉眼観察による分析だ

けでなく、偏光顕微鏡による観察、質量と体積の

測定値よりえられる比重分析など、遺物をより客

観的かつ科学的な方法も採用されるとともに、岩

石学など関連する自然科学の分野との連携も必要

になってきている。

朝日遺跡(県埋文1993より)※尾張80

※スケールは報告書掲載のまま

図31980年代以降の実測図サンプル
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如2図石器の分頼(軌†`絹製品)①

表18片刃石斧のタテ・ヨコ長の相関と分類(柱状片刃I類を除く)

表19片刃石斧の刃部幅・基端幅比度数分布

第柑票票竃禁票票禁票(北村和宏の図に加筆)②

両刃石斧特徴模式図(一部)その1

製作時の剥離董装着痕

■欠損部→両刃石獅図の実測位置
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①勝川遺跡(県サービスセンター1984より)

②下呂石の分布図(飴谷1989より)

③朝日遺跡(県埋文1993より)

⑥朝日遺跡(県埋文1993より)
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3.愛知県石器研究解題

素描については、「調査研究抄史」で紹介してい

るので、ここでは代表的な論文をインデックス式

化で紹介する。

1955澄田正一

「日本原始農業の問題」

-美濃・尾張の先史考古学的研究-

『名古屋大学文学部研究論集』ⅩⅠ

名古屋大学

1981小嶋隆

「石鏃に使われた石材"黒雲母石英安山岩"」

『石巻文化財』6

豊橋市石巻地区文化財保存会

1986小嶋隆

「石鏃に使われた奥三河の石材"流紋岩・松脂岩

・安山岩"」

『石巻文化財』7

豊橋市石巻地区文化財保存会

1988石川日出志

「伊勢湾沿岸地方における縄文時代晩期・弥生時

代の石器組成」

『<条痕文系土器>文化をめぐる諸問題』研究編

愛知考古学談話会

1989飴谷一

「五条川流域における「下呂石」の分布について」

『年報』昭和63年度

(財)愛知県埋蔵文化財センター

1992小嶋隆

「石鏃に使われた石材"サヌカイト"」

『石巻文化財』8

豊橋市石巻地区文化財保存会

1992山本直人

「縄文時代の下呂石の交易」

『名古屋大学文学部研究論集』113(史学38)

名古屋大学

愛知県内弥生石器関係文献日録

【凡例】

1.文献の記載順序は発行年順とした。

2.遺跡の名称は報告時のまま記載した。

3.報告者名は基本的に石器部分の記載者とした。

4.時期は、Ⅰ期(前期)・Ⅱ～Ⅳ期(中期)・Ⅴ～Ⅵ期(後期)で前後の時代は縄文時代晩期後半など

と表記した。

5.石器の種類は概ね網羅したが、種類が多い遺跡に関しては、大陸系磨製石器や特殊な石器を優先して

掲載した。
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